


はじめに

阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センターの使命は、「阪神・淡路大震災の経験を語

り継ぎ、その教訓を活かすことを通じて、災害文化の形成、地域防災力の向上、防災政策の

開発支援を図り、安全・安心な市民協働・減災社会の実現に貢献する」ことである。二度と

再びあのような不幸な災害を起こしてはならない。しかしながら、相変わらず大災害は世界

中で毎年のように発生しており、わが国においても、東日本大震災により２万人近くもの多

くの犠牲者を出した。被害軽減は容易ではないが、何とか被災者を少なくする努力が必要で

ある。人は不幸な出来事を時間が経てば忘れると言われるが、当事者の受けた心の深い傷は

生きている間癒されない。だから、このような不幸は何としても避けなければならない。

このため、減災につながるあらゆる努力を行う覚悟で、当センターでは災害調査や実践的

な防災研究を行っているところである。

災害調査は、その実施と分析によって、減災のために何が問題であったかを明らかにする

ものである。それは災害の種類や風土に依存するものもあろうし、そうでなく共通のものも

あろう。だから、地震災害だけでなく洪水、高潮、津波、土石流、火山噴火、竜巻などの災

害調査も必須である。このような災害調査において、その結果の整理によっては、担当者の

みに暗黙知が蓄積し、調査に行かなかった者には表面的なことしか伝わらないという弊害が

あった。しかも、調査結果を解析して執筆された論文はそのエッセンスであって、決して災

害の全体像を伝えるものではない。

また、実践的な研究は、現場での防災上の課題をとらえ、国、自治体などの災害対策を的

確に立案・推進していく上でなくてはならないものである。東日本大震災の発生により、東

海・東南海・南海地震や首都直下地震の発生がますます危惧されるなか、その必要性は一層

高まっている。しかしながら、その成果を広く社会に発信する場は十分ではなかった。

そこで、当センターでは、「DRI 調査研究レポート」を刊行しているところである。それ

は現地調査、研究活動や様々なセンターの活動を通じて得られた暗黙知と形式知を災害研究

者のみならず国・自治体の防災・減災関係者やマスメディアの人たちと共有し、いわば防

災・減災世界を拡大することを目指している。これにより、調査結果や研究成果が実際の減

災対策に示唆を与えたり、適用されることを期待するものである。したがって、報告書には

調査・研究によって得られたできるだけ多くの知見を含めることにした。

この報告書が多くの人の目に触れ、今後の防災・減災対策の推進と災害という現象の理解

の深化に資し、もって被災者を少なくすることにつながることに貢献できれば幸いである。
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